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研究成果の概要（和文）：本研究では，簡単にポータブル型情報端末で運動技能を分析・評価できるシステムを
開発し，それを用いた学習効果を明らかにすることを目的とした．
まず子どもたち自身で，ハードルを跳び越える際の技能を数値化し，評価できるアプリケーションを新たに開発
した．そして事例研究として，高校生を対象に，この新しいアプリケーションを用いた体育授業のシュミレーシ
ョンを行った．その結果，ハードル走の記録は有意に向上しなかったものの，技能の伸び，自主的学習およびめ
あてをもった学習といった子どもたちの主観的評価の得点が有意に増加したことが明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was (1) to develop a mobile application for 
quantitative assessment in hurdle running skill and (2) to clarify the effect on the motor learning 
of high school students in simulated physical education class.
We developed an application which can estimate a 50-m hurdle running record from a horizontal 
jumping distance and a 50-m sprint running record using a linear multiple regression analysis. 
Throughout the simulated class, our pilot study found that the motor learning using the mobile 
application mainly affected to the student motivation. Therefore, a quantitative observation using a
 mobile application can be considered as a useful process in motor learning in physical education 
class.
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１． 研究開始当初の背景 
 
体育では歴史的に「できればよい体育」「理
屈より実践」が強調されており，認識学習に
関する実践や研究の遅滞が招かれている（井
谷，1997；友添，1999）．体育科教育におい
て認識概念の整理を試みた石田（2001）によ
ると，「わかる」とは内部（自己）の身体運
動を対象とするものと外部（他者及び視覚化
された自己）の身体運動を対象とするものが
ある． 
体育の技能の学習場面では本人が感じた
筋運動感覚情報と実際の運動遂行状況との
ギャップが生れる．そこで Debacy (1970)や
Cooper et al. (1981)は，動画フィードバック
を与えることによって効果的に運動技能の
取得を促進させたことを報告している．とこ
ろが，事前に与えられた知識と照らし合わせ
て可視化された自己の動作を見るといった
定性的・主観的な技能評価だけでは，個人の
技能を客観的に評価し，課題や問題点を明ら
かにすることが十分にできないと考える．す
なわち，目標記録を出すために求められる身
体動作が，現在，どの程度到達されているか
といった技能の定量評価が体育授業で即座
にできれば，「わかる」ことで「できる」こ
とが促進されるのではないだろうか．このよ
うに，定量的・客観的に視覚化された自己に
対する「わかり」は，運動技能を高めるだけ
でなく，認識学習を含む体育の教科内容四領
域（技術学習，認識学習，社会学習，情意学
習）（友添，2008）すべてにおいて高い成果
が得られると考える．そこで本研究では，研
究代表者がこれまで業績を残してきたハー
ドル走（Otsuka et al., 2010；大塚，2013）
を中心とする陸上競技の運動種目を取り扱
い，誰もが直観的に操作できる技能定量評価
システムを開発し，体育授業での活用が学習
成果に与える影響を明らかにすることを課
題として設定した．本研究では，認識水準が
最も高い発育発達段階にあり，タブレット型
情報端末の利用者が多い高校生（内閣府，
2014）を対象にしたシステムを開発した． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，以下の 3つの研究目的を設定
した． 

 
(1) ポータブル型情報端末による簡易技能定
量評価の妥当性の検証（研究課題１） 

(2) 陸上競技ハードル走における簡易技能定
量評価システム（教具）の開発（研究課
題２） ※視覚化された自己の身体運動
への認識学習を促進 

(3) 体育授業シミュレーションにおける簡易
技能定量評価システムの導入およびその
有効性の検証（研究課題３） 

 

 
３．研究の方法 

 
研究課題１ 
ハードルを越える際の技能を示す変数と
して，本研究では，ハードルを越える際の踏
み切った脚のつま先から着地脚のつま先ま
での水平距離（ハードリング距離）を採用し
た． 
高校生を対象に，5 台のハードルを越える
50m ハードル走の測定を行った．ハードル間
の距離であるインターバルは，被験者に任意
に決定させた．一般的に広く普及されている
ポータブル型情報端末機器（iPad，アップル
社）を用いて，子どもがハードルを越える際
の動作を右側方より撮影した（サンプリング
周波数 30Hz）． そして，横断的にハードリン
グ距離とフィニッシュタイムとの関係をピ
アソンの積率相関係数で評価した． 
 
研究課題２ 
ポータブル型情報端末機器で起動できる
ハードル簡易技能定量評価システムの開発
を行った．このアプリケーションでは，子ど
もたち自身でハードルを越える動作を撮影
させ，その後，二次元実長換算法によって，
ハードリング距離の計測，フィニッシュタイ
ムの推定をすることを目指した．このハード
リング距離の計測の際，子どもがハードルを
越える動作を再生できるようフィードバッ
クし，子どもたち同士で定性的にも技能を評
価できるデザインにした． 
 
研究課題３ 
事例研究として，高校生を対象に，体育授
業のシミュレーションを行った．被験者を
(1)本研究で開発したシステムを使用させて
定性・量的に技能を評価させる新アプリ群，
(2)動画のみを撮影・再生させて定性的に技
能を評価させる旧アプリ群および(3)動画の
撮影を行わせず言語活動のみで技能の評価
をさせる統制群の 3群に分けた．いずれの群
に対しても，グループ学習によって「踏み切
った位置からさらに約 30cm 遠くに着地する
こと」を技能目標として学習させた．そして，
ハードル走の授業シミュレーション前後で
ハードル走の記録測定により技能の評価を
行い，授業評価票（高橋，2003）を用いて授
業シミュレーションに対する主観的評価を
行わせ，本研究で開発した簡易技能定量評価
システムを用いた授業成果を評価した． 
 
 
４．研究成果 
 
研究課題１ 
ハードリング距離とフィニッシュタイム
の相関係数は－0.8 を下回っていた．そのた
め，ポータブル型情報端末で撮影したハード
ル動作からフィニッシュタイムを推定する



ことは十分可能であると判断できた． 
 
研究課題２ 
ハードル簡易技能定量評価システムの開
発を行い，無事に完了した． 
システムの手順は，(1)アプリケーション
の起動，(2)キャリブレーション地点の座標
取得・二次元実長換算，(3)ハードル動作の
撮影，(4)ハードルを越える動作中の身体部
位の座標指定，(5)ハードリング距離の計算，
(6)事前に用意した回帰式を用いてハードリ
ング距離からフィニッシュタイムを推定，
(7)個人に応じた目標値の達成度の検討であ
った．この操作手順は，高校生であっても簡
単に操作ができるものであった． 
 
研究課題３ 
単元後では，新アプリ群，旧アプリ群およ
び統制群の50mハードル走の記録は有意に短
縮しなかった．この原因としては，体育授業
のシミュレーションを行った授業数が十分
でなかったことが考えられる． 
新アプリ群では，単元後において，授業評
価票の技能の伸び，自主的学習およびめあて
をもった学習の3項目の得点が有意に増加し
た．一方，旧アプリ群では，単元後において，
協力的学習の得点のみが有意に増加し，統制
群では，技能の伸び，新しい発見，自主的学
習の 3項目の得点が有意に増加した．このよ
うに子どもたちの授業シミュレーションに
対する主観的評価では，各方法による有効性
が独自にみられた． 
今後は事例研究ではなく，サンプル数を増
やし，検定力の高いデータ処理によって定量
的技能評価システムを用いた体育授業の有
効性をより明らかにしたい． 
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